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養護教諭は， 学校iとおかれる教育職員のなかで，特に学校保健の面にその専門的機能を
果たし，学校保健の実質的な推進者と してはたらいている。 そこで，養護教諭の歴史をた
どるに先だって学校保健の歴史的な変遷を確かめておく ことが必要となろう。
学校看護婦の時代，そして養護訓導となってから，さらに戦後の養護教諭の時代にと，
養護教諭がどんな地位に置かれ，どのような機能を果してきたかは，その当時の学校保健
の質的内容や課題と不可分の関連があった と考えられるからである。
例えば 「トラコーマ」の学校治療が，学校衛生の重要な課題とされていた時代には，学
校看護婦は洗眼に明け暮れていた乙とが史実lζ残されているし， 「虚弱児Jの養護が強調
された昭和初期以降はう学校看護婦は検温や肝油の投与に多く の時聞を費やしていたよう
であった。
このような歴史的変遷をたどることは，いたずらに過去を握り返る回顧趣味からではな
い， 「E・H・カー」がし、ったように，歴史を学ぶ、ζとは過去を振り返って現在を確かめ，
さらに未来を展望するためである。養護教諭は，つねに社会の進展に注目し3 国民大衆の
教育への要求を把握し，児童・生徒の健康問題の変質に即応して自らの果たすべき役割を
見定めていく必要がある。
歴史を学ぶという場合，それは明治38年から昭和16年までに35年を要したわけだが，そ
の制度上の移り変 りを年表として，ただ列挙していくことだけにはとどまらないのである。
そのような変遷を規定した直接要因や関連する条件，さらには当時の社会，経済，政治の
動き，思想的背景とのつながりを明らかにするこ とが必要であることはいうまで もない。
例えば，昭和16年比養護訓導制度化という画期的な出来事があったが，その要因として当
時の学校看護婦たちの運動が効を奏したことだけ強調されてきた。たしかに当時の学校看
護婦たちが学校教育から疎外されていて，その悩みや不満は切実なものがあり従って，強
力に展開された運動が制度化されるに至っ た一つの動因となった乙とはたしかであろう。
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しかし，そのことは一つの要因であったにせよ唯一の条件であったとは思えない。この
聞のことに関する歴史的伝研究が全くといってよいほど行なわれていない現段階では断定
はさけねばならないが3昭和16年という時点の時代的な背景， そして国民学校令のめざし
た教育の本質が「養護訓導Jという正式な教育者の地位を獲得していく大きな原因とな り，
昭和21年 7月には「判定書」というものをも らったのであった。
職名「地方技官」 とあり，一般の教員は「地方教官」とな った。教員適格審査会で？教
員であることを判定したのであったが，この期聞はま乙とに短い期間でもあった。
昭和22年3月31日に「学校教育法Jの制定公布により 「国民学校令」は廃止され養護訓
導は養護教諭と改められ，尚この法律によって養護教諭は小学校 ・中学校 ・盲学校 ・ろう
学校および養護学校に設置されることとなったのである。
戦後のことでもあり，すべての乙とに不自由な時代ではあったが平和な世になったので
ある。子どもた ちの健康増進のための学校衛生は問題が多い時代でもあった。食糧難のと
きであり，児童・ 生徒の体位は悪く ，疾病異常も多くう 眼疾児童 ・寄生虫保有児童の率も
高く，結核児童・生徒の管理，給食の脱脂ミ ルクの作り方飲ませ万など次から次へと対策
を考えねばならなかったのである。寄生虫卵の検査方法を保健所に養護教諭が集って指導
をうけたのもこの頃のことであった。検便のあとに卵保有児童 ・生徒に駆虫剤を飲ませる
のであるがこれがまた大へんな作業であった。担任教師の協力を得て子ども たちを並ぱせ
「飲まないとネ，おなかの中が虫でいっぱいになって死んでしまうのヨ」「虫にあんたの
栄養を吸いとら れて歩けなくなって しまうんだヨ」
などとおどしたりすかしたりしながら服用させたものであ った。このように「養護教諭」
と改称はされたものの当時の養護教諭の執務は疾病異常を持つ子どもひとり ひとりの管理
と指導に一生懸命の時代であっ たのである。それがいつの聞にか 「学校衛生」 が「学校保
健」と呼ばれるようになり， 「衛生室」 が 「保健室」 と変っ てきた。乙れは昭和24年11月，
「中等学校保健計画実施要領（試案）」が文部省から出され，続いて昭和26年2月に 「小
学校保健計画実施要領」が作成された頃か ら急速に変ってきたようであった。乙の講習で
「学校保健計画」 「学校保健委員会」 について研修を受けたのであった。
養護教諭の歴史をはじめに知って もらい，本学保健体育科養護コ ース卒業後の卒業生の
現場lζ於ける状態と，個々に悩みの多い日常の執務とを，正しい理解の もとで不断の執務
に当ることを望み問題解決lζ努力するためには現状を充分調査してその対策にあたるべき
である。
I 調査並びにその適応の問題点、と関連条件について
本学lζ保健体育科養護コ ースが設置されたのは，昭和45年 4月のことであり，昭和47年
3月第 l回の卒業生を送 り出したのであるがそれ以降のことについては 「表 I」にあらわ
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したとおりである。
表1 問題と関連条件
卒業年次 在籍数 就養職護者教数諭 その他 備 考
昭和 4 7年 79 62 1 7 
4 8 年 79 75 4 
4 9年 80 74 6 
5 0 年 1 0 8 1 0 5 3 
5 1年 125 1 24 1 
5 2年 167 158 9 
計 638 598 40 
本学の学生は，卒業後は小規模校に赴任するものが多い。そのために「保健室がない」
とか， 「保健指導のための諸設備がない」といういろいろな不利な条件の中で現在を執務
しているのが実状である。そこで適応の問題点と関連条件を調べてみたのである。
就職 2年未満の養護教諭80名について行なった調査「はじめて学校K就職して，いちば
ん苦労じた ζ と，むずかしかったこと JK関する回答の結果は，表2のとおりであった。
表2 新任当時の苦労したこと
l. 職務内容について
イ 保健tζ対する一般教師の理解，養護教諭の位置づけが低い 6 
ロ 養護教諭の本務以外の仕事をさせられる 4 
ハ 養護教輸と保健主事との職務の不明確 3 
ニ 何から手をつけてよいかわからない 7 
ホ 専門知識の不足 2 
へ 実務上の力量，応変的力量の不足 5 
2. 対人関係について
イ校長
ロ 一般教師
ハ 保健主事
ニ 校医
ホ 保護者
????
?
????
??
職務内容のイ，L ハは職場の条件3 ニ，ホ， へは養護教諭自身の問題とみられるが，
後者にも職場の理解，協力の乏しさが直接，間接i乙関係していると思われる。
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表3 経験年数tζ限らず退職したいと思った動機・理由
1. 養護教諭の仕事が理解されなかったとき 18 
2. 職場が非協力的で仕事が思うように進まないとき 13 
3. 雑用をさせられるとき 3 
4. 学校内での人間関係 14 
5. 相談相手もとfく孤独感を感じたとき 11 
6. 自分の能力の限界を感じたとき 16 
7. 職務内容が漠然として自信がないとき 5 
8. 家庭と仕事の両立がむずかしいとき 8 
乙こでも I～5は職場側， 6～8は養護教諭自身の側と大別できるけれども 8を除けば
6も7も職場の環境条件が大なり小なりに反映していると思われるのである。
図1 苦労した対象ーやめたいと思った
校長 ( I O ) 
保主 ( I 5 ) 
教諭 ( I 6 ) 
その他 ( I 4 )
なし ( 2 4 ) 
しばしば童書量
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1. 磁場の人的環境
職場内容面と人間関係面lと大
別したが，学校保健lと対する職
場の理解の乏しさは，人間関係
における問題をもかもし出すこ
とにもなり相互に関連しあって
いるといえよう。
同じ人間島係上の問題といっ
ても，その対象の職種によって
適応の困難度に違いがあるよう
である。
校長との人間関係がうまくい
かなかった群ほど養護教諭をや
めたいと思ったことのある人が
高率なことを示している。人間
関係で特に苦労した対象がない
群はその率が低いことは予想し
たとおりであった。
教師集団は一般教師が協力的
な群ほど，養護教諭の適応がう
まくいっていることを示してい
る。どの教師もあまり協力的で
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ない群では，養護教諭をやめたいと考えたことは全くない 」者は 15%ぐらいしかないのに
対し，大部分の教師が協力的だという群では80%を超えている。この教師集団の協力度は 3
学校長の学校保健lζ対する関心が高いほど明らかによくなっている。
仕事の上での理解者，一身上の私的なこと，心配ととう不満なども聞いてくれる相談相
子を持っているか，どうかは適応を左右する要素のひとつであろう。理解者も持たぬ もの
より，どち らか一方はいるもの，さらに両方とも持つものの方がよく適応しているとみら
れる結果が示されている。このような人を得るには，平素から謙虚K，職場の人々の助言
に耳を傾けていく生活態度が望ま しいのである。その他保健室 もないような学校では養護
教諭のモラールは低く，小規模校など雑務が多い場合ほど適応K問題をかかえている養護
教諭が多い傾向が認められるのである。
2. 養護教諭自身の要因
養護教諭としての経験年数がふえるにつれて，やめたいと考える者は減札適応を確立
していくという傾向が認められ，現職における研修の必要性が示唆される。そして養護教
諭自身の性格も関係する。性格の自己評価で社会的な協調性が大きい。 学校によりよ く適
応していくには，これまであげてきたような諸条件を改善していくことが中心となるとい
って もよいであろう 。人間関係を円滑にするには
( 1) 組織の中の一員として行動しう協力する
・言葉づかい，行動lと注意する
．学校行事などには積極的に参加する
・全体の教師とはう公私とも円滑な交際をする
．つねに職員全体の中にとけこむ
(2) 担任教師の立場を尊重する
・校長，家庭lと連絡する以前にまず担任教師lζ連絡する
・各教師の性格，個性をつかむ
(3) 学校保健， 養護教諭の仕事を理解してもらう
・連絡や打ち合わせ，話し合いの機会を多く持つことに努める
．独善的言動をつつしむ
・意図をはっきりさせる
l[ 保健学習と養護教諭
本学の卒業生も，中学校 ・高等学校に勤務した場合3 授業を担当させられるようである。
このような場合， 保健の免許が取得できるチャ ンスを与えてほしかった，卒業後は通信教
育を受けるチャ ンスはある ものの職場の関係でその機会を利用することはなかなか無理が
あるなどの乙とから他の短期大学のよう に，免許を 「保健と養護教諭」あるいは 「家庭と
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養護教諭」を取得して卒業できることが，本学の卒業生のうらやむことであり，本学lζ望
むことでもある。現在の学校教育においては，授業lζ対する関心と，仲間意識でも授業を
担当しているという環境での生活がひとつの望むところとされているのである。
N 
?
と め
「養護」という用語は，養護を掌る養護教諭iζ独占された言葉ではなく，学校教育の中
で「養護学校」 「養護学校教諭JKも含まれている。養護教諭と養護学校教諭が混同され
その混同を正してもらうのに困ることが少なくなL、。ときには養護教諭の養成機関に養護
学校教諭を志望する者が出願してくることがあるほどである。
一方，厚生省系統に も児童福祉胞設のひとつとして「養護施設」がある。これを児童福
祉法には次のように定められである。
「4l条養護施設は乳児を除いて保護者のない児童， 虐待されている児童その他環境上養
護を要する児童を入所させてこれを養護することを目的とする施設とする」
この養護胞設には生活指導にあたる児童指導員と，養護にあたる保母が置かれている。
「教員養成審議会」の答申の中にもあった と思うが「養護教諭」 「養護学校教諭Jという
まぎらわしい呼称は改めた万がよいという指適は当然のことであろう。
養護教諭i乙限って「養護 」が独占的に使用されるようになることが望ましいと考えるひ
きもあろうが，その場合でも 「養育し保護する」 ということでは養護の専門性を一般の人
々に理解してもらうことはあまり期待できないという難点、がのこる。家庭においては母親
が子どもを養育し保護している，つまり 養護しているのである。そこで養護教諭の養護と
それとの違いを明縫にしなければならない。しかし，その違いを母親の養護は家庭で，養
護教諭の養護は学校で， という場所の違いのみに帰するのでは学校は母親の養護を肩代り
しているということにとどま りかねない。そこで，素人である母親の養護に対して，養護
教諭のそれは専門的な養護であるという区別も考えられよう。しかし乙の場合もどのよう
に専門的なのかという専門性の内容を明らかにしない限札 養護教諭の養護を明らかにし
たことにならないのである。
「養護」という言葉に沿って「養育し保護する Jと語源的に解析しでも現代の養護教諭
の専門性にふさわしし～新しい用語を用いた方がよいようにも思われる。例えば「学校保
健教諭」とか「保健教諭」というよう lしただし後者は教諭（保健 ）つまり免許教科が保
健である教諭と混同 されやすい難点がある。
このよう な観点とは全く別な趣旨で，養護教諭としての専門職化をはかるというのでは
とfく，名称を「教諭」にすることによ って現場における養護教諭の地位の向上をはかる安
易な途が選ばれている。「教諭」という名称を求め，教諭の衣をまとうことを求めること
は，教諭の中で養護教諭の専門性が稀薄となる結果を求めているとさえ解される。自 らの
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専門性だけでなく「教諭は児童の教育を掌る」という教諭の専門性をも否定することにな
りかねないのである。このような自己否定の改称でないならば，前述したように現代の専
門性に即した名称に改めることは望ましいこ とであろう。現代の養護教諭の機能は「養護」
という 言葉のみでは表現できなくなっていると思えるからである。しかし，新しい名称を
求める前に，まずはその内容を明確にしなければなるまl'o現在における養護教諭の基本
的機能とは何んであるかを把え，それを従来から用いられてきた養護という言葉で当面代
表させる ということになるのではあるまいか。内容のないままに新しい用語をつかい，職
名を変えても，事態の根本的な改革にはつながらないと恩われる。
最後に卒業生の希望の最も多かった項目を挙げてまとめとしたい。
1. 再教育の機会を望み本学lと夏期・冬期講習の講座の設置を考えてほしい。
2. 保健科教師の免許も取得できるようその実現への努力を望む。
3. 本学lと現場の研究推進のための活用できる施設の設置を望む。
( 1977・10 ・12) 
